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基礎事項・測定・解析・事例から

FT-IRイメージング／マッピング法の活用を考える
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法の活用を考える～Utilization of FT-IR Imaging / mapping method～　書籍

☆FT-IRイメージング/ マッピング機能は何を評価できる？分析・解析・考察の手法・方法も事例で学べる。

　　　　　

【本書のポイント】　

◎FT-IRを利用する上での疑問を解決。
・FTIRで測定・評価できるデータと測定のメリット・デメリット
・実際の測定でよくトラブルになる部分はどこ？起こりやすい部分にコメント。

◎FT-IRにおける試料の前処理・測定手順・データ解析をスムーズに行うためのコツを紹介。
・固体・液体・液体浮遊物など試料条件に合わせた前処理方法を解説
・データ解析で利用される処理方法から実務者が基本的にやっていることから細かなコツを紹介

◎イメージング/マッピング機能は何が評価できるか？操作手順から解析方法・見方を解説
・スペクトルデータの可視化の利点。イメージング/ マッピングそれぞれの機能の目的
・解析例から学ぶイメージング/マッピング機能の利用法と分析方法の考え方

◎試料・分析目的に合わせ何を想定すべきか、事例による前処理～測定～分析～データ考察まで解説
・筆者の実際に行った測定・分析事例(積層体分析、セルロース分析、添加剤分散性評価、樹脂配向
　可視化、医薬品成分分析、異物分析、成形体劣化分析 等…)
・各事例に著者によるトラブルポイントやその対応策等をコメントとして掲載。

詳細HPは「情報機構　BA230701」
もしくは「情報機構　FT-IRイメージング 書籍」検索！

～Utilization of  FT-IR Imaging /  mapping method～

◇著者◆  あなりす　代表　岡田きよみ

<著者より>
　汎用性の高い分析装置として知られているFT-IR の測定法の一つであるイメージング/ マッピング法は、
分析結果を解析画像として可視化することができ、試料の成分構成や成分分布情報の可視化に加え、測定
で得られた多量の数値データを用いた統計解析も可能であることから、分野を問わず分析に広く用いられ
つつある。分析経験が浅い人が用いる際にも、分析結果を可視化するプロセスを経ることで、測定結果に
対する理解を深める効果がある。
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